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要 旨

従来,A形農村集団自動電話交換装置(A形農集)には秘話棟能をもたないARl号幾村集団自動電話交換装

置(ARl号農集)と秘話機能をもったAR2号農集とがあり,前者は昭和39年より,また後者は昭和40年より

実用に供せられていた｡今回これら2機種を統合して大幅な改良を加え,新しくAR3号農集が実用化された｡

この農集は秘話機能あり,なしの両機種間に従来なかった互換性をもたせてあり,また収容局がA形局,C形

鼠 磁石局i･こ関係なく同一機種を使用できる｡そのため従来の袋集に比べて機種数が大幅に削減されている｡

さらにAR3号農集は装置全般にわたって枚能と回路の整備が行なわれ,特に無駐在局機能の向上が図られて

いる｡本巣集は従来の農集に代わって昭和42年度から全面的に導入されている｡

1｡緒 口

辺林漁業の低トラフィック地域で発生する集団的磁諸宗要iこ対処

するため昭和39年6月に農村集団自動電話の試行制度ができた｡

この制度に基づいて当初ARl号農集が開発され,引き続いて昭和

40年にはこれに秘話機能を付与したAR2号岩望集が開発された｡こ

れらの農集の実践をもとiこし,今回さらに第3段階として既存のAR

l号県集とAR2号超集の一本化を目的として£泣先に対する根本的

な検討が加えられた｡この検討は日本電信電話公社とA形農薬製造

メーカーが一体となり行なわれたもので,機種の別線,機能の向上,

回路の整備,装置の経済化などあらゆる面より総合的に検討された｡

その結果として生まれたのがAR3号農集で,これほ従来のものに

比べ次のような点で改良さカ1ている｡

(1)秘話枚能あり,なしの両機種問に互換性がある｡

(2)対自動局用農集と対磁石局用農集が一本化している｡

(3)架の種煩が少ない｡

(4)呼量増加に伴う機器追加が考慮されている｡

(5)遠隔試験その他で無駄在局装置としての機能が向上してい

る｡

(6)局間線路の長距離化が可能である｡

し7)このほか装置全般にわたって回路整備と経済化が図られて

いる｡

このような特長をもつAR3号農集は既存患先の単なるモデルチ

ェンジという域を脱して全く新しいタイプの農集として生まれ変わ

った｡このAR3号袋集は昭和42年度から従来のARl号濃紫,AR

2号提集に代わって全面的に導入されている｡

2.装 置 概 要

AR3号農集は従来の出集と同じく収容箱形式の自動交換装置で

あり,親局に相当する風･こは段集への出入り中継呼を取り扱う収容

局と保守を担当する保守担当局がある｡これらは図】に示す位置に

配置される｡畏集には次の機能が付与されている｡

(1)1収容箱当たり最大75回線(750加入)収容可能である｡

これを3ユニットまで並列設置できる｡

(2)回線選択機構にはA形の上昇回転スイッチを使用し,その

他の装置には主としてクロスバ部品を使用している｡
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図1 畠集と上位局の関係

(3)最大10共同加入者を収容し,おのおのの加入都･こ対する個

別呼出機能をもっている｡

(4)市内通話は定街料金制,市外通話は収容局または7il外局の

交換取扱者により接続され個別登算は行なわれない｡

以上ほARl号農集やAR2号農法集と同じであるが,このはか前

章の(1)～(7)項で述べた諸機能が付与さカーもている｡なこお,AR3

号農集の線路条件とトラフィック条件は次のようになっている｡

加入者線路ループ抵抗

局間線路ループ抵抗

1回線当たり発着呼量

1,000n以下

約3,000n以下(BB方式採用)

各3/36アーラン(1加入者当たり

0.3/36アーラン〕

両方向トランク呼損率 1/10

図2はAR3号農集の外観である｡幅3,507ml-1∴島さ2,547n111l,

奥行2,004ml-1の金属製収容箱に継電器架を最大4架と乍削旅装置な

どを収容している｡図3はその配置を示したものである｡

継電器架には共通架と増設架の2種類がある｡共通架は交換装置

に共通な信号機,試験入トランク,プラス直流電源装置などを搭載

(とうさい)した架で,回線数に関係なく1架設鮨される｡図4はその

写真である｡信号機は5周波の呼出信号を発生する回転形信号機で

ある｡試験入トランクほ保守担当局からの遠隔制御によって加入者

線路などを試験する装置であるが,図5に示す試験箱をこれに接続

することによって幾集内からも試験を行なうことができる｡プラス

直流電源装置は秘話機能ありの機種にだけ搭載されるもので,こjL

は交換機用一般電源の-48Vから十50Vに変換するDC-DCコン

バータである｡

図るは増設架である｡この架は上昇回転スイッチ,トランクなど

の通話路関係の装置を搭載した架で1突当たり25回線分の容量に

なっている0したがって,50回線用交換装置ではこの架を2架,75

回線用では3架収容する｡75回線以上を必要とする場合にはセレク

タ装置を用いて上記の交換装置を2ユニットまたは3ユニット並列

に設置し,最大225加入者回線までにすることができる｡
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以上のようにして構成さ九るAR3号農月三は表1にしたがって品

名が付与される｡これらの交換装置に必要な電軌こは静電池のほか

セレン整流装i乱川小一りされている｡

3.中 継 方 式

農集加入者のダイアル数十:は農主音三内通話としては単独設置の場合

は3数字,並列設置および増設設置の場合は4数キニになり,いずれ

の場合も最終数字は呼出信号の選択に使用される｡このため,両者

の中継方式は才‡干巽なるがここでは図7に示す単独設置の場合につ

いて述べる｡

図7ほ収容ノ計三′ミA形局て,この局が促守担当局を兼ねている場合

の中継方式岡でお,る｡間中の通話路系装置の回線数は表2に示すと

上昇回転スイッチ

RA形信号機

図4 AR3号PTN共通架

図5 AR3号試験符

ヒューズ盤

AR3号呼出信号選択装置

AR3号抵抗器璧

AR3号ラインファインダユニット

AR3号2回線共同相互トランク

AR3号両方向トランク

囲6 AR3号TR増設架

おりである｡従来の農射こ比べ25回線用および75回線用で局間中

推挽がそれぞれ1回線多くなっている｡

囲に基づいてまず農袋加入者の発信接続について述べる｡これに

は(1)他回線畏集加入者への発信,(2)同一回線黒曳き加入者への

発信,(3)収容局への光信の3とおりカこある｡いずれの場合も加

入者のフックオフでIJFUを経てあきSEIノCONNを椛そくする｡
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表2 装 置 の 回 線 数

､＼＼ 交
＼

+墾_琴
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＼
AR3-UAXE-25PST 】AR3-UAXE胡叫

LF

SEL CONN

CONN

TST CONN

BWT
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14

14

6

1

6

4

AR3-UAXE-75PST

l

1

00

1

8

6

2

2

(1)の場合はSEL CONNで2数字受信して被呼老回線を選択す

る｡第3数字はSEL CONNで中継してRING SEL Eへ送られ,

個別呼出信号の選択に使用される｡(2)の場合はSEL CONNで

第1数字として｢9+を受信し,あきRVTを捕そくする｡第2,第

3数字はRVTで受信され,発呼,被呼両加入者に対する呼出信号

の選択に使用される｡(3)の場合はSELCONNで第1数字として

｢0+を受信し,あきBWTを描そくする｡第2数字以降はBWTで

中継され収容局へ送られる｡

収容局からのダイヤルパルスは農駐BⅥrTで中継されCONNへ

送られる｡ここで3数字受信するが,第3数字目はRING SEL E

へ中継され,呼出信号の選択に使用される｡

試験線は1対(2線)でこれを障害転送回線と収容局からの割込

回線に共用している｡保守局からの試験はTSTPでの電けん操

作により,TST OGT-TSTICT-TST CONNのトレーンで行な

われ,また県集内からの試験はTSTICTへTST BOXを接続す

ることによって行なわれる｡障害転送および受信の機能はそれぞれ

TSTICTおよぴTST OGT内に含まれている｡

4.回路方式の特長

機能向上と経済化を図るためAR3号濃紫では種々の改良が行な

われた｡そのおもなものを列挙すると次のようになる｡本章ではこ

のうちの(2),(6)項と農集の特長的な回路としてあげられる秘話

および個別呼出方式について述べる｡

(1)試験入トラソ列･こ着信無料トランクと昔トランクを併合し

操作盤を分離して試験箱を設けた｡

(2)HOW,BCO,ダイヤル試験などのタイミソグをなくし,

SEJ+COバN(セレクタコネクタ)
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図8 呼出信号回路(秘話戟能あり)

連続試験を可能にした｡

(3)試験出トラソクを1号自動局用線路試験架に収容できるよ

うにした｡

(4)試験線集中装置を追加し複数個の県集で試験線が共用でき

るようにした｡

ロックアウトされた加入者線の試験を可能にした｡

スイッチ復旧保護回路をコソデソサ放電方式に改めた｡

呼出信号装置を一種頸に統合し,さらにこれを秘話枚能あ

り,なし,いずれにでも使用できるようにした｡

(8)農薬内の両方向トランクを対自動局,対磁石局共用にし,さ

らにBB化とインパルス修正装置との接続を可能にした｡

4.1秘話および個別呼出方式

多数共同電話方式における秘話方式としては秘話パルスによって

電話棟内のロータリスイッチを駆動させる方式と電流の極性反転に

よって秘話機能をもたせる方式が考えられるが,A形柴集では経済

性の点から後者の方式を採用している｡この方式は加入者電話故に

秘話リレー箱を付加し,加入者線路に流れる電流の方向によって秘

話機能をもたせたものである｡図8にその原理回路を示す｡図に示

すように秘話リレー箱にはリレーSが内蔵されている｡また呼出信

号選択装置では呼出信号送出時に＋L線のほうが直流的に必ずプラ

ス電極i･こなるような回路構成にしてある｡したがって加入者が∫己答

すると加入者線‡洛には十L綻から-L線の方向に直流電流が流れ

Sが動作する｡ このとき同時にSEL CONNのリングトリップリ

レーF(交流不感動リレー)が動rFし,加し入老線路はリレーDに接

続されて線路へ流れる電流の方向が反転する｡ここで反転が起こる

と,いま応答した加入老についてはSが動作しているので自己の接

点を通してSは動作を保持し,支障なく通話することができる｡し

かし,それ以外の共同加入者については以接受訪器をあげても,電

圧の極性が反転しているため,その加入者のSは動作できない｡こ

のため他の加入者には通話電流が流れないので通話が阻止される｡

以上は被呼君側についての秘話方式iこついて述べたのであるノ･ンニ,

発呼省側についても同様な原理を用いている｡

共同加入者の個別呼出にほ同調ベルプチ式を壬乗用している｡同調周

波数には16,30,42,54,66モizの5周波を用い,これを-L線,

＋L線のいずカーいこ送出するかによって,10共出加入者のうちの特定
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表3 制 御 信 号 の 割 り つ け
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の加入者を個別に呼び出すことができる｡この方法を用いた実際の

装置では回線選択数字以外に1数字付加して信号の選択と信号送出

線を決めている｡ 図8にはこの関連の回路もあ∃っせて記入してい

る｡SEL CONNはダイヤルパルスを2数字受信して被呼老の所属

する回線を選択したのち,RING SEL Eを捕そくし,第3数字を

この装置へ中継する｡この最終ダイヤルでワイパWl,W2,W3が

歩進し,呼出信号とこれの送出線路を選択して所望の加入者に呼出

信号を送出する｡この呼出信号によって共同加入者のうちの選択さ

れた特定の加入者のベルのみが鳴動する｡

4.2 スイッチ復旧マグネットの保護回路

上昇回転スイッチに対する無駐在局対策の一つとして,復旧マグ

ネットの保護回路を設けている｡この程のスイッチで復旧不良を起

こした場合には復旧マグネットが過熱され,巻線の劣化あるいは焼

損という結果をひき起こすおそれがある｡このため復旧マグネット

には復旧要求が生じたときのみ十分な電圧を印加し,そのはかでは

保護抵抗がはいるように考慮してある｡図9ほこの原理図である｡

平常状態ではコンデンサCo,Clは囲に示すような極性で充電され

ている｡通話終了後リレーBが復旧して復旧マグネットZMのコイ

ル端子1が地電位になるとCoが放電し,その放電電流でリレーPが

動作する｡Pが動作すると,リレーRLが励磁され,同時にClが放

電してPの動作方向に放電電流を流す｡RLが動作すると抵抗R3が

短絡されZMに十分な電圧が加えられ,確実に動作する｡Co,Clの

放電が終わってPが復旧するとClがふたたび充電されるが,この

ST

+

ATS

r担

ⅧS TH

図10 集 中 試 験 回 路
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図11制御信号送受信の一例(HOW制御の場合)

充電電流はRLの遅緩復旧動作を長びかせる｡もし,RLがほとんど

復旧してしまった時点で他のスイッチから復旧要求が起こった場合

にも,この時点までにほClが十分に充電されているので,RLの動

作はこの復旧要求に対して十分な長さだけ引き延ばされる｡なお,

Pは水銀接点リレー(有極)であるため,平常状態およびClの充電電

流では動作することはない｡

このほか上昇回転スイッチではRT線瞬断,復旧マグネットの強

制励磁などの手段で無効保留の防止が行なわれている｡

4.3 集中試験棟離

農集加入者の線路試験には床守担当局から遠隔制御によって行な

う方法と農集収容箱内で試験箱を用いて行なう方法があるが,ここ

でほ前者の場合の主として信号方式について述べる｡

農集試験回線には1対(2W)の線路を割り当て,この回線を障害

転送および割込回線としても使用できるように構成して線路費の節

減を図っている｡一方,制御信号のはうも極力装置の経済化と既設

のARl号,2号農集との互換性に重点をおいて検討を加えている｡

図10および図11はこうして考えられた信号送受信の原理回路とそ

の動rFを示すものであり,表3は信号の割りふりを示したものであ

る｡ここで採用している信号方式は

(a)パルス信号を＋L線に出すか-L線に出すか,それとも両

線に出すか｡

(b)パルス信号として正パルスを出すか負パルスを出すか｡

という点iこ着目し(a),(b)の組み合わせで合計8とおりの信号を

得るように構成している｡この方式ほ地電位差の保証がない点や,

照合がとれない点はあるが,経済的で十分に実用できる信号方式で

ある｡AR3号豊集では,この信号方式を用い制御信号の前にリセッ

ト信号を付加して連続試験を可能にした｡
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次に図10に基づいて制御信号の送受信方式を述べる｡TST

ICTでほ加入者選択が終わると接点deが動作して信号受信リレー

SA～SDが-L線,＋L線に接続される｡このあとTST Pで電け

ん操作するとTST OGTのリレーSA～SDが動作し信号を送出す

る｡この信号を受けてTSTICTでは対応するSA～SDが動作し,

その接点および両線信号か片線信号かを判別するリレーSの接点の

組合せで試験回路構成リレーTH,HOW……のうち1個が動作す

るようになっている｡図11ほ一例としてHOW信号を送出した場

合の動作図である｡図中,Rで示される部分はリセット信号でこれ

は前回の制御でTSTICTに蓄積されている情報を新しい制御信号

(図のSで示す部分)の受信に先だってリセットしておくために設け

られた信号である｡こうすることによりタイミソグをとることなく

連続して試験することができる｡この点が従来の方式と異なってい

る｡ただし線路抵抗測定のようにTSTICT内で-L,＋L線を直

通にして測定する試験:項目の場合には従来どおりタイミソグが必要

である｡しかし,このタイミソグ回路も従来のコンデンサ放電式と

は異なりダイヤルパルス計数回路を共用して断続地気パルスを計数

する方式に改められている｡

5.結 q

以上,AR3号農集について述べた｡設計に当たってはA形農集

を総合的に再検討し,既存の方式にこだわることなく新しいアイデ

ィアを極力採り入れる方針ですすめた｡こうして設計されたAR3

号農集ほ従来の農集に比べ一段と整備されたものになっている｡機

種数も数分の1に減少することができたことは製造面や保守面で大

きな利点になるものと考えられる｡

日立製作所は昭和42年3月にAR3号農集の1号榛を会津若松

局へ納入し,同年6月には現場技術調査が行なわれた｡その結果は

良好で問題点はなく所期の目標を達成していることが確認された｡

終わりに本農集の設計に当たりご指導ご協力くださった日本電信

電話公社の関係各位に深謝する次第である｡
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特 言午 の 紹 介

特許第429288号(特公昭39-5758号)

磁 性

この発明は,40～90(如.%NiのNトFe合金にGeを0.1～10(山.%
含有せしめてなる磁性材料であって,抗磁力が小さく,飽和磁束密

度,角形比および透磁率のきわめて大きいすぐれた特性を有するも

のである｡

たとえば,65(dt.%NトFe合金にGeを4%含有せしめた磁性材

一ノ瀬 幸 雄･福 元 一 郎

材 料

料ほ,抗磁力0.0017(Oe),最大透磁率16×105(〃m),飽和磁束密

度12,200(gauss),角形比0.99の磁気特性を有する｡

このような特性を有するため,磁気増幅器あるいは電子計算機の

記憶素子用磁性材料として用いた場合,これら装置の性能向上が可

能である｡ (涌井)

特許弟488287号(特公昭41-13928号)

電信,電話回線の信号電流検出方法および装置

従来の電話回線の信号電流検出方法にほ,ダイヤルイソパルス監

査回路に見られるように通話線を引込み,インパルス中継リレーに

接続しレジスタのイソ/くルス中継リレーと並列に動作させる方式が

あるが,このリレーの回路はレジスタ側の動作に影響を与えないよ

うに高イソピーダンスで構成されているので,線路抵抗の大きい線

路を監査しようとする場合にほ,監査回路への入力条件である断続

電流が小さくなり,インパルス検出に支障をきたす欠点があった｡

この発明は電話回線などに信号電流が流れると,空間には回線に

直角な円周方向に磁界が発生し,この磁界の強さ,磁束量は信号電

流に比例するという原理を応用して,高品質の信号電流検出装置を

提供するものである｡

図はこの発明の実施例を示すもので,回線1にまたがって,高透

磁率磁性材料からなる磁路3,3′ぉよび,磁路3,3′より断面積が小

さく,保持力が小さい材料からなる可飽和磁路4,4′を有する磁気回

路2が設けられ 可飽和磁路4,4′に励磁巻線5,5′磁路3,3′に検出

巻線7が施されている｡このような構成において,励磁巻線5,5′に

発振増幅器6より回線1の信号電流の変化より十分高い周波数を加

えて,この磁気回路の一部を周期的に飽和させると,一種のスイッ

チ回路を構成し,検出巻線7に上記周波数の断続波形で,その包路

線が信号電流に比例した信号が得られる｡したがって,この検出巻

線7出力を増幅器8,整流器9で増幅,検波すれば信号電流に比例

した出力を得ることができる｡

特許第490131号(特公昭41-16330号)

数 値 制

この発明はプログラム中に指定されている相対運動の移動速度

と,これに対応する三次元のそれぞれの空間軸に対する出力分速度

成分を合成した周速度との問の誤差を,除去するようにした工作機

械などの数値制御装置に関するもので,囲のように構成されている｡

速度指定回路により平均密度が指定速度に比例したパルス列を発

生させ,このパルス列をパルス分配回路によって,指定移動距離に

応じて各空間軸に分配する｡次に周速度抽出回路で,分配された後

の各パルスから周速度に相当する平均密度のパルス列を抽出する｡

このようi･こして得られる速度指定回路と周速度抽出回路の両出力パ

ルス列を,周速度制御回路で比較し,この比較結果により′くルス分
配回路の各出力パルスの平均密度を制御して,前記両出力パルス列

の平均密度をほぼ一致させるようにする｡したがってこの発明によ

れば,多軸制御においても指定速度と周速度との問に誤差を生ずる

ことがなく,従来の時間指定方式における命令語作成の際の計算の

はん矧生,不経済性などの欠点を除去する効果がある｡(永田)

荒 井 雄 二

このように構成することにより,電話回線に直接接続する必要が

ないので既設の回線を切断することなく,また回線に電気的にほと

んど影響を与えることなく,信号電流に比例した出力を得ることが

できる｡ (炉山)
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